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　（b）抵抗溶接Q&A
　�　「抵抗溶接Q&A」の原稿が完成し，CD-ROM
化されて，抵抗溶接技術の普及啓蒙に活用され
ている。

（4）溶接技術講演会および見学会
　当委員会の主な催しとして，毎年11月〜 12月
に溶接技術講演会を開催している。委員会メン
バー各社共通の技術課題と最新技術を主題とし
て，溶接技術およびそれに関連する産業分野の技
術開発をテーマとした講演会を開催している。講
演会開催状況の一例を写真2.1に示す。
　また，毎年8月〜 9月には見学会を行っている。
ここ10年間に実施した見学会の内容を表2.3に
様子を写真2.2に示す。

（5）技術委員会組織・運営の改革
　当委員会の主要な活動の一つは，IEC規格など
の国際規格作成・改正に参加し，国内規格に反映
することである。規格関連活動には，継続性と専
門性が要求されるが，アーク溶接機小委員会およ
び抵抗溶接機小委員会委員長の任期は1期2年で
あるため，これらの小委員長が規格関連活動を

リードすることは困難である。そこで，規格小委
員会を新たに創設することとした（2004年）。た
だし，規格の素案作成までは従来の各小委員会で
審議し，その後の原案作成は規格小委員会に移行
して行うこととした。初代規格小委員長は
TC26WG会議の国内委員会である第26小委員会
委員長の山根　敏氏が務め，2008年からは梶村
征志氏が引き継いだ。
　また，委員会活動の活性化には，アーク／抵抗
溶接機小委員長の小委員会運営を支援することが
必要である。そのため，2007年には，アーク／
抵抗溶接機小委員長，規格小委員長，正副技術委
員長および第26小委員会委員長他で構成する幹
事会が設けられることとなり，幹事長には古谷健
吾氏が選出された。幹事会はアーク／抵抗溶接機
小委員会に先行して開催され，年度活動報告案，
次年度事業計画案および懸案事項などを審議す
る。さらに，豊かな専門知識と経験を有し，企業
を定年退職した当委員会OBに専門委員への就任
を委嘱して，委員会活動の継続を依頼することと
なった。

表 2.3　工場見学一覧
年 工場見学先 見学内容 参加者数

1999 新日本製鐵㈱ 君津製鐵所 スパイラル鋼管の高周波抵抗溶接とサブマージ・アーク溶接併用
の複合溶接 14

2000 本田技研工業㈱ 埼玉製作所 狭山工場 900 台 / 日を組立てるライン効率よく配置されたロボットのスポ
ット溶接ライン 14

2001 日立建機㈱ 土浦工場 生産工場におけるロボット化・省人化が進んだ溶接システム 14
2002 三菱重工業㈱ 神戸造船所 アーク・レーザハイブリッド溶接および造船所の見学 14
2003 日産自動車㈱ 横浜工場 最新溶接ラインの見学 16

2004 富士重工業株式会社群馬製作所矢島工場 自動車における最新ボディ溶接組立の見学 21

2005 株式会社東芝電力・社会システム社京浜事業所 発電プラント機器の溶接の見学 14

2006 中国セキスイ工業本社 抵抗溶接機およびアーク溶接機を用いた軽量鉄骨住宅ユニット組
立の見学 22

2007 ダイハツ工業㈱ 池田工場 アーク溶接機およびスポット溶接機を活用する自動車工場の見学 31
2008 東急車輛製造株式会社 横浜製作所 アーク溶接機および抵抗溶接機を活用する車両製造工場の見学 32

写真 2.1　技術講演会の様子 写真 2.2　東急車輛製造会社への工場見学




